






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































細川権大講義殿ニ御依頼申上置候上納物御 印証都テ十五通ハ︑鹿児嶋県出張菊池了典殿ヨリ逓送ニ 成︑去五月六日和船便ヨリ慥落手／仕候︑又昨九年七月中長崎県雪浦真光寺源観源殿ヘ向ケ 京都間ノ町万寿寺下処関口千代方／ニ宛依頼致置候品々︑未タ御印証無之︑御序 乍恐御取調被仰付度候︑尚具状仕度件々左三ツ／書ヲ以テ上申仕候／一︑五月廿九日御達書中︑金子幷詛品不日取纏メ御逓送被仰 候段難有奉敬承候︑若一未発シ
（＊?）




























































































































































































































































































































































































































































































































































































披露仕度義ニテ︑／方今ト雖モ新来ノ者 強チニ求メテ披露 仕候ヘ共︑急猿林ニ入テ木ヲ撰 暇ナキ風情ノ者モ有之︑／今公然御役員出張相成ラハ 帰仏 徒ハ不残入社可仕義ハ立テ可待 今是ニ及ンテ他人ヨリ／兼テ帰向︑且ツ元来手続ノ旗ヲ翻サレテハ 彼レニ帰スル事モ亦立テ可見 尤元来他ニ帰向 ／徒ノミ︑自ニハ更ニ便 無之
辺ハ兼テ上

















































































































































内〻ニテモ渡海シ来レ候ハヽ︑彼レラハ不労シテ大ニ実効ハ相／立ヘシ︑能々御注意可被仰付候︑尤モ該地ハ小嶋故人ノ手ノ附残シテ我有ニセントスルコトハ甚タ難シ／ト愚考仕候︑其故ハ先第一那覇港ニ於テ四町ト称スル処アリ︑一西村︑一東村︑一湧田村︑一若佐町／村 右ヲ余クノ外実ニ野蛮同様ノ个処御座候 尤首里ト申王城ノ地ハ有之候ヘ共元来无仏／法 所ニ御座候 折角骨ヲ折リテ苦辛スヘキハ那覇四町ニ御座候︑○該社篤志中ノ特別ナル／同行ハ︑私昨年結社仕候 已来我家 於テ緩ニ仕事ヲスル心
モナク︑常ニ彼是ノ周旋ノミ日夜心ヲ焦シ︑／御本山ノ御出張等ノ御沙



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































禁シ玉フナリト／評判致スト申ス事︑又此仏ヲ拝スレハ冨モ貴モ致サルヽト流言仕ルト申ス／一︑鹿児嶋モ先ツ鎮定ニ相成タル赴相見ヘ︑今日ノ便ヨリ彼地方ノ商人等ハ︑多分見／舞ノ為帰県スト申ス︑尤モ先度ハ鹿児嶋人平民ト雖モ︑帰県ハ官ヨリ不許タリ／一︑十月中ニハ支那行船 出帆 ナルトノ模様密カニ相認候︑併シ其時ニナラ子ハ知レ／サル事ニハ候ヘ共︑若左ナレハ社中世話頭モ︑其乗組ミニ候ヘハ︑大ニ懸念仕候︑又鹿児／嶋人一名︑是ハ大有丸 最一度ノ時ニ帰省スト申事︑右両名 ノ尤モ／特別ノ周旋家ナレ 彼レ等ヲ爰ル時ニ失フテハ実ニ力ヲ微クスル理
無キニシモア／ラス︑併シ別





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































前日内務出張所ニ出レトモ︑事不成故ニ 又タ／今出ス所長 早瀬則敏応接ス︑其話シニ云ク 事情憫然ノコトナレトモ︑地方ノ政務ハ官ヨリ／藩王ニ依任シテアル故ニ仕方ナシ︑尒レトモ人民ヲ裁判スルコトハ︑該出張所ノ権ニアリ︑人民ニ判スルコト／アルトキハ訟ヘ出ル筈ナリ︑尚ホ此事ハ其御
　
管長ニ上申シ︑官省ノ順序ヲ経テ在京ノ三／司官・





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































難有奉感載候 ／尚此上万端之御運被 下度奉希望候︑此後ハ別ニ異事／無之ニ付 更ニ上申ハ不致候間︑御了察是祈候也／　　　　　　　　　　　　　
琉球在勤
　
自見凌雲
　　
十一年九月卅日
　　　　
〃
　　　　
田原法水
　
本山寺務所／外国布教係御中
51
真宗総合研究所研究紀要　第37号
（注）本
稿
は︑
JSP
S
科
研
費（基
盤
研
究（Ｃ）
）﹁新
出
資
料
の
調
査
と
分
析
に
基
づ
く
沖
縄
仏
教
史・真
宗
史
に
関
す
る
総
合
的
研
究﹂
（研
究
課
題
番
号：
JP
18K
00088 ）の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る︒研
究
組
織
は
以
下
の
通
り︒研
究
代
表
者
 福
島
栄
寿︑研
究
協
力
者・大
谷
大
学
真
宗
総
合
研
究
所
協同研究員
 知名定寛
（神戸女子大学教授）
︑
同協同研究員
 川邉雄大
（二松学舎大学非常勤講師）
︑
同
 長谷暢
（真宗大谷派沖縄別院職
員）
︒﹇附記﹈
真宗大谷派鹿児島別院御輪番隈部悟氏には︑
本史料の調 への御理解・御協力を賜り︑
翻刻史料の公開にも御快諾頂い
た︒記して感謝の意を表します︒
